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１．はじめに

大学一般体育のスポーツ実習の授業を終えても，生

涯スポーツに繋がる技能を持てない者が少数ながらい

ると見ている．彼らとその技能を持てる者との間に，

どちらに入るかなという者も彼らに連なっているだろ

う．筆者が担当するテニス，バドミントンなどの授業

においてだけでなく，他の教師担当の他の種目におい

てもである．そこには大学入学者全員にスポーツ履修

を必修にしている制度（現在は必修を外している大学

もある）や，開講種目が限定されている傾向から生涯

スポーツに繋がりにくい種目も履修させられる者もい

ることや，１クラスの学習者数が40人前後と多い授業

体制などが絡んで，筆者を含めた大学の教師が，特に

生涯スポーツに繋がる技能を持てない者たちにあまり

指導できない，していないという問題もあるだろう．

さらにはそれまで（大学以前の意）のスポーツ教育

で，スポーツの仕方や習い方などに関して学習者に積

み重ねられてきた考え方や感じ方（スポーツ観，ス

ポーツ教育観など）も関わるものと考えられる．現状

のスポーツ教育全体の状況は大ざっぱに言って，ス

ポーツが出来そうな者（以下にはスポーツがの言葉は

省く）は一応出来るようになれるが，いわゆる出来な

い者（スポーツ習得能力が低い者の意味で，以下には

いわゆるの言葉は省く）がスポーツが出来るようにな

れない傾向があり，特に後半部分の傾向は学校でのス

ポーツ教育の歴史の中で繰り返されてきたと感じてい
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る．小，中学生からスポーツ好きの体育嫌いがいる

と，また大学一般体育が必修から外れると，出来ない

者はスポーツ実習の授業を履修しないだろうと言われ

ることなどは，このことを示しているように思える．

スポーツ教育全体を終えても，特に出来ない者が生涯

スポーツに繋がる技能を持てない傾向があることの要

因を考察していく．その一つの理由として，スポーツ

教育全体を通して特に出来ない者への「スポーツ教育

の一貫性」’１（以下には連動指導の一貫性と記す）が

少なかったことが考えられる．

運動指導の一貫性が少なく，出来ない者がスポーツ

が出来るようになれないことがスポーツ教育の歴史の

中で繰り返されている傾向には，教師の運動指導の仕

方や考え方と学習者の習い方やその考え方に問題が

あったと考えられる．教師の運動指導が学習者のス

ポーツ観，スポーツ教育観形成に大きく影響すること

を考えると，飛躍し過ぎるかもしれないが，教員養成

課程において将来，教師になる学習者への「連動指導

理論の指導」と「運動指導の仕方の指導」に，運動指

導の一貫性が少なかったことの発端があるのではない

かと考える．出来ない者がスポーツが出来るようにな

れない運動指導が繰り返されてきたことを，教員養成

課程も含めたスポーツ教育全体で考え直してみる．

Ⅱ、生涯スポーツと学校での

スポーツ教育との関わり

人間が生きていく上で本来，無理にしなくてもよい

スポーツだから，社会人も生涯スポーツを無理にしな

くてもよいだろう．そんなスポーツを今までは小学生

１．侭“ﾉり･ｏｆ“u“rmn，助加eUnj1'e応吻'，

B叩幻'o-cho′3,A他fs叫迩ma-s砿EhmJe,〒790-857Z

ノapa〃



9４

から大学生まで長期間，必修にしてきて生涯スポーツ

に繋がる技能を持てない者がいることに，体育教師と

して申し訳ないと感じている．一人ひとりの子どもの

将来の可能性を保証するために，義務教育においてス

ポーツ（スポーツの前段階と考えられる基本の運動な

ども含む）履修を必修にすることは他教科と同様によ

いことだろう．しかし学校体育全体でどんな種目をど

のように履修させるのか，また指導体制をどのように

すればよいのかというような本来の問題もあり，それ

らにも触れるべきと考える．しかしそれらに触れると

考察が複雑になり，本論で考察したい問題点が暖昧に

なるだろうから，そこには触れない．

生涯スポーツとは定期的に，継続的にスポーツを生

活に取り入れることと考える．スポーツを生活に取り

入れるとは，スキー，水泳などのようにはっきりと競

うことをしない場合もあるが，一般的にはその種目の

ケームをすることだろう．そして継続できるには，技

の仕方，ゲームの仕方において身体に無理のない気持

ちよさ，つまり技やケームがうまく出来るコツやポイ

ントが身についており，課題解決の面白さや爽快さ，

勝ち負けを競う面白さ，ざらには技やゲームの仕方の

発展などを含む「楽しさ」が必要と考える．お互いが

技がうまく出来るようになればおのずと競争場面も難

しい課題になり，それに挑戦することにもっと楽しさ

が増し，人々は生涯スポーツを継続するようである．

この他にも生涯スポーツをする者同志の精神的な関わ

りが及ぼす影響や，健康維持などを意識的に，無意識

的に人々は望んで，生涯スポーツを継続しているよう

である．

学校体育を離れた社会人がスポーツを生活に取り入

れられない理由は，次のことなどが考えられるだろ

う．したいのだがスポーツをする技能が低過ぎて相手

をしてくれる仲間がいないことや，あるいは参加して

もその場や相手の目指すレベルが高すぎることから技

の仕方のコツが身につかないで，前述の楽しさが味わ

えないことなどが考えられるだろう．この問題は学校

でのスポーツ教育全体において解決するべきことで，

本論考察の問題意識はここにある．スポーツが出来る

技能はあるのだが，スポーツ施設数の不足，その使用

料金が高いこと，仕事の関係などでスポーツを生活に

取り入れられないこともあるだろう．この問題解決も

重要なことであるがここでは扱わない。学校で学習者

の時にも，社会人になっても，スポーツに対する考え

方も含めていろんな能力の者が，つまり出来ない者，

出来そうな者，出来ている者（以下には考察に支障が

ない限り，後の二者を合わせて出来る者と記す）の三

階層の者がいるだろう。特に出来ない者が自分の能力
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を知り，技やゲームが「自分なり」に出来る段階があ

ることを実感する必要があると考える．また出来る者

が出来ない者の「その者なり」に出来る段階があるこ

とを実感し，その段階をある程度は出来る必要がある

と考える．スポーツをする社会人みんなにこの「自分

なり」「その者なり」の実感が少ないと，出来ない者

の生涯スポーツは少ないだろう．例えば社会人になっ

てテニスのグラウンドストロークを習う時に，出来る

者が出来ない者のラリー相手が出来ることも含む幅広

い実技能力を身につけていることや，出来ない者が習

い始めから出来る者と同じような打ち方をしても打球

をコントロール出来るコツをなかなか身につけられな

いことを実感，認識しているようなことである．筆者

はこの両者の関係を「共存」と呼んでいる．学校での

スポーツ教育を生涯スポーツに繋ぐには，スポーツ教

育全体でこの共存する考え方や，共存できる能力を学

習者みんなに指導する必要があると考えている．

Ⅲ、出来ない者を落ちこぼさない

スポーツ教育全体での本来の運動指導

学習者を生涯スポーツへ導く学校体育でのスポーツ

教育はもう現実にある．ここでの本来の運動指導と

は，特に出来ない者を生涯スポーツへ導くことを目指

しての連動指導は，スポーツ教育全体でどうあるべき

かを考察していくことである．そしてこの章題は，授

業において出来る者のさらなる技の習熟やゲームの仕

方の発展を考慮しないということではない．出来ない

者を落ちこぼさないためには，むしろ出来る者たちが

ある意味ではもっとスポーツがうまく出来るようにな

る運動指導が必要と考えていることである．

ａ出来ない者の運動能力的な特徴と運動指導

どの学校段階のどの授業にも，普通には前述の三

階層の者が40人前後，その割合は異なるにしてもい

るだろう．出来ない者といっても，水泳や器械運動

は出来るが，球技は出来ない場合や，逆の場合や，

いろんな場合があるようだ．少ないようだが中には

スポーツ全般が出来ない者もいるようである．出来

ない者とはさまざまな運動の経験が少なくて，特に

習おうとしている技（運動）に類似した運動の経験

が少なく，レデイネス不足者である．例えばテニス

のグラウンドストロークでなら，相手から緩い打球

が来てもよい打点を取る予測能力がない者や，ボー

ルをラケット面の真ん中に当てられない者や，ス

ピード感覚があまりない者などである．小きい時か

らボールを扱った連動経験が少なく，投げる，受け
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るなどの運動もあまりうまく出来ないようである．

また出来ない者の多くは，今実施した技で自分の動

きがどのようであったかを，つまりどのように間

違って動いたかを自己観察できないで，その間違い

をなかなか修正出来ないようである．

運動指導とは広義には，技の仕方のコツや「ゲー

ムでの動き方」（位置どり，味方との連携，連絡な

ど）などを，教師が学習者に伝えることであろう．

ケームでの動き方を指導するには，先ずは技をある

程度の段階までは習得きせる必要があり，ここでは

技の指導について考察する．技の指導には導入，修

正，発展させるなどの段階があるが，最終的には目

指す技の「図式技術」２１をその学習者に出来るよう

にさせることであろう．教師は技の仕方の「形」

（動きのケシュタルト）と「感じ」（動きの速さや

力の入れ方など）を一体化させ，技が出来るように

学習者に指導するのである．「形」とは学習者の動

きを教師が「観てとる内容」であり，「感じ」とは

その動きを教師が「連動共感」３)して「感じ取る内

容」である．学習者も教師の示範の動きを観てと

り，感じ取るのであるが，出来る者と出来ない者と

の違いは観てとる能力，感じ取る能力の違いでもあ

る．教師はその違いをしっかりと認識しておく必要

があると考える．ほとんどの技において図式技術の

「形」は一般化されているだろう．また技によって

は出来ない者に対しての導入方法がマニュアル化さ

れているだろう．それらを基にして，クラス全体の

状態に，その者の状態に適するように運動課題を与

え，修正の指示を出すのが指導であると考える．技

の仕方の「形」と「感じ」をどのように説明，示範

するのか，そしてそれが学習者に伝わったかどう

か，何処がどのように間違って伝わったか，それを

どのように修正するかなどは，教師の主観的判断を

通してであろう．教師は教師自身のその技の運動経

験，指導経験，今までの様々な運動の経験，指導経

験，連動指導の一般理論などを総動員して，そのク

ラス全体の状態や，その個人の今の状態などを感じ

取り，それらに適する課題を与え，修正の指示を主

観的に判断して出すのである．つまり図式技術を出

来ない者の今の状態に適する「形｣，「感じ」にアレ

ンジするということである．だから教師の主観的判

断を，学習者が主観的に納得出来るかどうかという

問題も指導現場では生まれるだろう．これらのこと

は，技はその仕方を言葉で覚えても出来るようには

なれない，いわゆる身体知であることを，また運動

指導とは身体知を教師の身体知で伝えることが含ま

れていることを意味していると考える．

ｂ技の教え始めには出来る者と出来ない者とを

「共存させる指導」が必要

スポーツ種目は大別して，個人が，チームが向か

い合って競争する対時型（直接型，入り乱れ型．

ネットをはさむ型，野球型など）と，横に並んで競

争する横並び型（同時スタート型，異時スタート

型）があるだろう．特に対時型の種目の技の教え始

めには，出来ない者たちの能力状態に適する技の仕

方のコツを，クラスのみんなに指導する必要がある

と考える．ほとんどの技において，習い始めから図

式技術を言葉で説明，動きで示範されても出来ない

者には，技が出来るようになれない場合が多いよう

である．例えばテニスのグラウンドストロークでな

ら，一般的に言われる相手からの打球のよい打点を

取りながらテークバックをして，来ている打球にラ

ケットの振り出しのタイミングを合わせ，よい打点

でラケット面を打球方向，角度に向けて当て，面で

ポールを押し出すようにラケットを振り抜いて打て

というような説明，示範をして，出来ない者が速い

打球を打つが全く打球をコントロール出来ないよう

なことである．つまり出来ない者が技を習い始める

時には，技の強さ（量的なことで例えば打球の速さ

など）を求めることを少し控えて，この段階でなら

ある程度は安定して出来るという技の仕方のコツ

（うまさ）を先ずは求める必要があるということで

ある．グラウンドストロークでなら，緩くて短い打

球が来るならいつでもある程度は安定して打球をコ

ントロール出来るというようなことである．

「共存させる指導」とは，技の仕方のうまさと強

さの求め方も考慮して，単元の始めには出来ない者

が出来始める段階辺りの技の仕方を，技が出来てい

る者にも，出来そうな者にも指導することから始め

ることである．すると技が出来ている者も，出来そ

うな者も出来ない者と共存出来る幅広い実技能力も

身につくし，後々最的なことを求めてもコントロー

ルもその安定性もある技の仕方が出来ると考える．

このように，どの学校段階のどの授業においても出

来る者と出来ない者とを「共存させる指導」（以下

には出来る者と出来ない者とをの言葉は省く）から

授業を始めると，出来ない者には「自分なり」に出

来る技の仕方の段階があることを，また出来る者に

出来ない者が「その者なり」に出来る技の仕方の段

階があることを実感，認識させることになると考え

る．また横並び型のスポーツ種目でも，最的なこと

を求めることを控えて出来ない者たちに適する技の

仕方のコツをクラスのみんなに指導することから授

業を始めると，学習者同志の教え合いが生れるだろ



9６

ウ．

ｃ出来ない者には特に「個に応じた指導」が必要

先に考察したように,出来ない者たちの能力状態

を考えると，どうしても共存させる指導が必要であ

ろう．出来ない者は習得しようとする技に対してレ

デイネス不足であったり，自分の能力状態に到底適

さないその技の仕方のイメージを持っていたり，技

によっては恐怖感を持っていたり，癖のある仕方を

身につけていたりすることでは同じようである．し

かし同じ技の同じような課題を実施させても，技の

仕方の「形」と「感」じの現れは個々人によってか

なりの違いがあるようだ．だから共存させる指導を

していても，出来ない者の一人ひとりの「生の運

動」を教師が観察しての「形」と，運動共感しての

「感じ」をその出来ない者に適するように修正して

いくという，その出来ない者の「個に応じた指導」

が必要であると考える．特に出来ない者にとって

は，この個に応じた指導と共存させる指導がセット

で実施される必要があるだろう．もちろん出来そう

な者，出来ている者への指導も一人ひとりの生の運

動を教師が観察してすることが原則である．しかし

彼らの自己観察能力や修正能力は，出来ない者のそ

れらよりはるかに高いだろう．出来ない者の能力状

態やその多様性を考えると，出来ない者に対して個

に応じた指導場面をより沢山つくる必要があるだろ

う．

ｄゲームに入る前に「ゲームの仕方の土台」を指導

する必要

特に対時型の種目では，先ずは技がある程度の段

階まで習得出来ないと，ケームでの動き方の習得練

習と’習得した技を表現できるようにすることを含

むケーム練習も出来ないだろうし，またケームをし

ても「ケームの過程の良さ」（相手との攻防，味方

との連携などがあること）もないし，その発展もな

いだろう．つまり技とゲームには，技が出来ないと

ゲームは出来ない，ケームが発展すると技がさらに

発展するという関係があるだろう．スポーツ競技者

は試合で「競争しながら共存」（お互いの技を磨き

合っている）しているとも考えられる．授業におい

てもケームをすることで技の習熟段階を上げるよう

な指導が必要であろう．前述のｂ，ｃの指導があっ

て’出来ない者が練習段階ではなんとか技が出来る

ようになったが，勝ち負けを競うケームにすぐ入る

と折角身につけたコツが狂ってしまうだろう．特に

彼らのことを考慮すると，勝ち負けを競わないケー
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ム練習の中で身につけた技を表現出来るようにす

る，ある程度の練習期間が必要であろう．まさに

ゲーム練習における出来る者と技が出来始めた者と

の共存である．そのゲーム練習の中で特に技が出来

始めた者に，その種目のゲームでの動き方などを含

む「ケームの仕方の土台｣，例えばネットを挟んで

の対時型の種目のバレーボールでなら，代表的なラ

リーパターンであるサービス，レシーブ，トス，ア

タック，レシーブ，トス，アタック…のラリーを身

につけさせる必要があるだろう．アタックはパスア

タックででもよい．同じようにテニスのダプルス

ケーム（雁行陣）では，下からのサービス，レシー

ブ，それからサーバーとレシーバーで何回かラリー

をした後，どちらからでも相手の前衛を越すロブ

（最初はロブを上げる前に声をかけさせるのもよ

い）を上げ，上げられた方はパートナーと位置を交

代してまたラリーが続けられるようなことである．

教師には，出来始めた者たちの技の習得具合に適

したケーム練習やゲームの仕方を工夫する能力や，

彼らとクラスのどの出来る者を組ませてケーム練習

やケームをやらせるかで，メンバーを選抜する能力

が必要であろう．例えば，前述のテニスでのゲーム

練習をグラウンドストロークが出来始めた者たちの

ペアと，それが出来ている者たちのペアとでさせる

ようなことである．出来る者だけを選抜してケーム

をさせることも必要だろう．クラスの学習者数が多

いとメンバーを選抜することは難しいようである．

また教師には，学習者がケーム練習をするのに必要

巌低限の段階まで技を習得していない時は，ケーム

はもちろん，ゲーム練習もきせない我慢が必要であ

ると考える．

ｅスポーツ教育全体で「運動指導の横と縦の一貫性」

が必要

特に出来ない者に，技やゲームが出来る段階に

「自分なり」があることを，またそれらの発展の可

能性にも自分なりがあることを実感させるには，ど

の学校段階のどの教師も担当する種目の単元内で，

技の指導の時に共存させる指導，ゲーム練習でゲー

ムの仕方の土台を身につけさせるために共存させる

指導，メンバーを選抜してのゲームや，「工夫した

ケーム」をきせるなどの段階を追う「運動指導の横

の一貫性」が必要であると考える．中学，高校，大

学で例えばバレーボールの授業をするなら，どの指

導段階にどのくらいの時間をかけるかはそのクラス

の学習者の状況によって異なるにしても，どの学校

段階のどの教師も運動指導の横の一貫性を保つ必要
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があるだろう．すると「運動指導の縦の一貫性」も

保たれることになるだろう．また例えば中学，高校

とバレーボールの授業で「運動指導の横と縦の一貫

性」が保たれると，大学でバドミントンの授業を初

めて受けるにしても，あまり抵抗なくバドミントン

の授業で運動指導の横の一貫性を保てるだろうと考

える．つまりどの学校段階のどの種目の授業におい

ても運動指導の横の一貫性があれば，異種目間にお

いても連動指導の縦の一貫性も保てるだろうという

ことである．どの学校段階のどの教師もこれらのこ

とを認識し，それを実践すれば学習者と教師の連動

を覚え一覚えさせる関係や，出来る者と出来ない者

との共存関係がスポーツ教育全体でうまくいくだろ

う．つまり出来ない者が自分なりに出来る技の仕方

のコツが身につけば、それなりのゲームも出来る

し，ケームをやっていくうちにもっと技の仕方のう

まさも伸びていくことを，スポーツ教育全体の長い

期間をかけて出来ない者にはもちろんのこと，回り

の出来る者にも実感認識させていくことである．

上記のｂ，ｃ，ｄの指導は出来ない者を落ちこぼさ

ないための指導原則であり，「運動指導の一貫性」

を保つ鍵であると考える．

Ⅳ、大学一般体育でのスポーツ教育と

それまでのスポーツ教育との関わり

１大学一般体育で運動指導を実践して感じること

出来ない者を落ちこぼさないようにと，Ⅲで述べ

た指導をテニス，バドミントンの授業で実践する。

しかしそれらの指導がしにくいと感じている．筆者

の指導能力不足もあるだろうが，それまでのスポー

ツ教育の影響もあると考える．これらの授業は大学

１回生の前，後学期で２種目の履修を必修にして，

１コマに３～５種目を開講している中から学習者が

選択しての授業である．いろんな能力状態の学習者

が１クラスに40人前後おり，週１回，１回90分で１３

回ぐらいの授業である．学習者の数やその能力状態

から初歩的なダブルスゲームが出来るようにと，速

い打球（羽）を打つ上からのサービス，スマッ

シュ，プッシュなどの技は，これら以外の技を使っ

てのケームである程度の攻防が出来るようになって

から，徐々にケームに取り入れていくという授業展

開をおおむねする．

ａ技を指導する時に共存させる指導がしにくい事例

〈グラウンドストロークの場合〉

グラウンドストロークがうまく出来ない者に，

よい打点を取りやすい打球を打ってあげられる打

ち方をクラスのみんなに指導することから共存さ

せる指導を始める．よく弾むボールとそれをよく

弾くラケット，つまり道具の特性と出来ない者の

能力状態から，教え始めは緩い，短い打球（場面

にもよるがサービスラインの内側に落とすぐら

い）を少し高いバウンドになるように打たせる．

ラケットをゆっくり振ってよい打点で打球方向，

角度に面を向けてポールに当て，面がそのままの

向きで振り終るぐらいの打ち方を指導する．大事

なポイントはよい打点でピット出るように，来て

いる打球にラケットの振り出しをゆっくりしてタ

イミングをあわすことである．Ⅲで述べたように

習い始めからラケットを振り抜くと，速い打球に

はなるが打球方向が安定しない．そんな打球が来

ると特に出来ない者はよい打点を取る練習も，振

り出しのタイミングをあわす練習も出来ないこと

になる．出来ない者の中には，緩い打球が来ても

ラケットを一気に振り出し，インパクトで打球方

向，角度に面を向けてボールをヒットできないよ

うに面を振り回し，ラケットを振り抜いて打つ者

が多い．少しグラウンドストロークを習ってき

て，まだうまく出来ない者にもその傾向がある．

そんな打ち方での打球が出来る者，出来そうな者

にいくと，彼らも相手の出来ない者が打てそうな

打球を返せないようである．それでも出来ない者

の中には何週間も，中には一学期間中，一気にラ

ケットを振り出すことを，インパクトで面を振り

回すことをやめない，やめられない者もいる．彼

らは打球をコントロール出来るコツを身につける

ことよりも，速い打球を打たなければと，あるい

は打球をコントロール出来ないが打球が飛んでい

るからいいと思っているように筆者には見える程

である．

グラウンドストロークが出来ている者，それが

出来そうな者は，教え始めにはこの共存きせる指

導に対して怪諦そうな顔をするが，筆者の意図を

理解してくれる者は，出来ない者がよい打点を取

れそうな打球を打つ努力をしてくれる．しかし，

出来ない者の能力状態にもよるが，彼らも緩い，

短い打球をなかなかコントロール出来ないようで

ある．そんな打球を打ってあげないとグラウンド

ストロークを習得する練習が出来ない者がいるこ

とを彼らに実感して貰うことも必要なことと考え

る．一応出来ている者，出来そうな者の中にも，

打球をコントロール出来るコツをしっかり身につ

けないうちに速い打球を打とうとする者も多い．
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授業が進み相手にボレーを練習させる段階になる

と，相手がその練習が出来ない場合が多い．特に

一応出来ている者の中には，緩い，短い打球をコ

ントロールする練習はしたことがなく，なんとな

くグラウンドストロークが出来るようになってき

たようで幅広い実技能力がないから，出来ない者

と共存出来ない者が多いようである．

以上のように，グラウンドストロークの指導で

共存させる指導がしにくい傾向がある．出来てい

る者の中には共存してくれる者もいるが，なんと

なく出来るようになった者はあまり共存出来ない

ようである．出来ない者は，自分の能力状態と自

分がしていることとの間に断層があると感じ取れ

ないようである．例えば自分にスピード感覚やラ

ケット面の向きを捉える感覚があまり無いこと

と，速い打球を打とうとしていることとの断層で

ある．つまり「自分の身体と対話」‘'出来なく

なっているということであろう．そこには次のよ

うなことが入り交じって関与しているようであ

る．自分の間違った動きを自己観察出来なくてど

うして出来ないかが分かっていないこと，グラウ

ンドストロークはラケットを振ってしまうものと

いう図式技術のイメージ，つまり低い，長い打球

（だから速い打球）を打つものというイメージを

持っていること，ラケットを二度引きして振り出

す癖（それをするとラケットを一気に振り出すこ

とになりやすい）や，インパクトでラケット面を

振り回してしまう癖を持っていることなどであ

る．確かに出来ない者には，来ている打球にラ

ケットの振り出しをゆっくりしてタイミングをあ

わすことは難しいのだろう．またよい打点が取れ

ないからラケットを一気に振り出すのだろう．そ

こに道具の特性も加わるから教え始めには，共存

させる指導を，つまり打球の速さなどを求めるこ

とを控えて，打球をコントロール出来るうまさ

（コツ）を身につけることをみんなに求めたので

ある．グラウンドストロークで共存させる指導が

しにくかったのは，出来ない者に「自分なり」の

段階で練習する必要性を，出来ている者，出来そ

うな者に出来ない者の「その者なり」の段階があ

る程度は出来ることの必要性を実感，認識させる

ことが難しかったということである．

くグラウンドストローク以外の技の場合〉

テニスでの上からのサービスを指導する時も教

え始めは，レシーブをする者がグラウンドスト

ロークがやっと出来始めた者でも，レシーブ練習

鵜川

が出来るようなサービスをしなさいと共存させる

指導で導入していく．ここでは詳しく説明しない

が，サービスの図式技術の「形」に入るまでの三

段階くらいの練習の仕方を示して学習者に選ばせ

る．ラケット面を打球方向，角度に向けてボール

に当てられない者には，特にラケットをゆっくり

振ってインパクトで振り終るぐらいの仕方をやら

せる．ベースラインの中からやらせる者もいる．

グラウンドストロークのラリー練習時よりも，相

手がレシーブ練習が出来るかどうかには関係な

く，速い打球（ほとんどサービスエリアに入らな

い）を打とうとする学習者が多いと感じている．

なかなかサービスが出来ない者ほどラケットを一

気に振り降ろす傾向が強く，打球を全くコント

ロール出来ないようである．ここでも打球をコン

トロール出来るコツを先ず身につけようではな

く，打球の速さを求めようとする傾向がある．つ

まりサービスが出来ている者，出来そうな者はレ

シーブ側がグラウンドストロークがやっと出来始

めた者でも，相手の能力段階を考慮しないサービ

ス練習をする傾向があるし，サービスが出来ない

者も自分の能力段階なりのサービス練習をしない

傾向から，相手はレシーブ練習が出来ないことに

なる．ここでも共存させる指導はしにくい．グラ

ウンドストロークや上からのサービスは確かに

ゲームにおいて普通，速い打球を打とうとする技

である．出来る者や出来そうな者が速い打球を打

とうとするなら少しは理解できる．しかし出来な

い者が打球をコントロール出来るコツを身につけ

るのを待てないで，速い打球を求めるような動き

をする傾向があるのは何故だろうかと，また練習

場面であるのに出来る者が出来ない者と共存出来

ない，しない傾向があることも何故だろうかと考

える．

グラウンドストロークや上からのサービスが出

来ない者は，スイングに力や勢いを使い過ぎてラ

ケット面を特に打球をコントロールすることに有

効に使えないようである．時には打球方向，角度

にラケット面を全く向けて当てられない程ラケッ

トを勢いよく振って，却って打球が飛ばない者も

いる．バドミントンでのロブやロングサービスな

どがうまく出来ない者も，スイングに力，勢いを

使い過ぎて同じようである．ロブではスイングに

勢いをつけるためにバックスイングをしすぎる者

や，必ず飛び上がる者がいる．ロングサービスで

は，羽をヒットするとすぐにラケットを持ってい

る方の肘を曲げてスイングに勢いをつける者がい
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る．それではラケット面の軌道が羽の飛んでいく

方向と大きくずれることになる．ロブもロング

サービスも羽をうまくコントロール出来ないから

相手がドロップやハイクリアーの練習が出来ない

ことになり，結局，共存出来ないことになる．テ

ニスやバドミントンの技を習うときに，特に出来

ない者は自分の能力以上の段階を求めて，うまく

出来るようになるのを待てないようである．そこ

には技をするには力，勢いが必要以上に要るとい

うイメージを彼らが持っているからと思われる．

彼らがこのイメージを持っていること，つまり技

の仕方のうまさと強ざの求め方を間違えている傾

向は，大学でのスポーツ教育だけで作られたこと

はなくて，それまでのスポーツ教育でも作られて

きたことと考える．

ｂ「競争しながら共存できるゲーム」を指導する

がうまくいかない事例

《ゲーム練習の指導について＞

テニスではグラウンドストロークと下からの

サービスがある程度出来るようになれば，またバ

ドミントンではショートとロングのサービス，ロ

ブ，ヘアピン，ドロップ，ハイクリアーが出来れ

ば，ケームでの動き方を含む「ケームの仕方の土

台」を習得するゲーム練習が出来るようになる．

どちらの場合も，先に挙げた技である程度自由に

打球（羽）をコントロール出来る者たちのベア

（台と呼んでいる）が共存してくれないと，それ

らの技がやっと出来始めた者はそれらの技を表現

するだけでも大変で，ケームでの動き方を身につ

けることはもっと大変のようである．テニスの場

合には，それでも出来そうな者で少しグラウンド

ストロークが出来るようになった者がゲーム練習

を始めた段階で，打球をコントロール出来なくて

もいいから速い打球を打とうとする傾向がある．

それではグラウンドストロークがやっと出来始め

た者はゲーム練習が出来ないことになるだろう．

そのやっと出来始めた者の中にも速い打球を打と

うとする者もいる．つまりまだケームの仕方の土

台が出来ていないのに，ゲーム練習で競争したが

る傾向があるということである．

バドミントンの場合には，先に挙げた五つの技

で羽をある程度コントロール出来るようになるこ

とも，出来ない者にとっては大変なことのようで

ある．位置どり（トップアンドバック，サイドバ

イサイド）の練習方法はここでは示さないが，台

になるペアがいない時はテニスの場合よりも，

ゲーム練習が出来ないようである．バドミントン

でのケーム練習は速い羽を打つ技を使わないです

るから，競争したがる傾向は少ない．しかし先に

挙げた技がまだしっかり出来ない者には位置どり

の練習が難しいようである．難しいというよりそ

の練習を嫌がる者もいる．バドミントンの場合に

は，ゲームの中で位置どりが出来ないと，テニス

の場合よりも各ショットで羽をコントロール出来

ないことになる．相手コートに羽を深く入れた時

と，浅く入れた時では二人の位置どりが変わるの

だが，位置どりが出来ないからなお羽を相手コー

トに深く，あるいは浅くコントロール出来ないこ

とになり，また位世どりが出来なくなるという悪

循環を生むことになる．出来ない者はロブとヘア

ピンの飛距離の差，ドロップとハイクリアーの飛

距離の差があまりない場合が多い．とにかく出来

る者に共存して貰い，これらの飛距離の差を大き

く出来るようにと指導し，ケームの仕方の土台が

出来るようにと指導するが，どちらの指導も難し

いと感じている．

〈ゲームの指導について＞

根気強くゲームの仕方の土台が出来るようにと

指導するが，ケームにおいても位置どりが出来な

い者がいる．位置どりが出来ない者はテニスでは

少ないが，バドミントンでは多いと感じている．

テニスの場合，ケームを簡単に壊すなと，後衛は

相手からの打球状態と自分の能力状態とから判断

して四つの打ち方（逃げる，繋ぐ，崩す，決め

る）を使い分け，相手の後衛を揺さぶり自分の

パートナーである前衛にポイントを決めてもらう

ゲームの仕方をした方が，みんながグラウンドス

トロークの仕方も，ケームの仕方ももっとうまく

なれると指導する．それが出来ないなら，緩い打

球でいいから相手の前衛に取られないで相手コー

トに入れるようにと指導する．それでも練習でで

も相手コートに入ったことのないような速い打球

を打とうとして（打球が飛び過ぎるから面をかぶ

せる打ち方が多い）ネットに当てたり，アウトし

たり，相手の前衛の正面へ打ったりしてケームを

簡単に壊してしまう者が多い．グラウンドスト

ロークがやっと出来始めた者にも同じような傾向

がある．練習で出来るようになったことを，チャ

ンスを作って試すならまだ分かるのだが．上から

のサービスも習い始めでもファーストはエースを

取ろうと力一杯打ってフォールト，セカンドは下

からサービスをして，そのレシーブを強打してア
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ウトするというケースもよくある．

バドミントンの場合には，先に挙げた五つの技

がやっと出来始めた者には，前述の羽の飛距離の

差があまり無い傾向がある．その状態で公式ルー

ルに則ったケームをすれば，能力のある者にス

マッシュやプッシュで速い羽を打たれてすぐに攻

防が途絶え，競争しながら共存出来るケームには

ならない．各技がやっと出来始めた者だけを集め

てスマッシュ，プッシュを使わないケームをさせ

るが，まだ長短の打ち分けが出来なくてお互いが

勝とうとするからドライブを使うゲームになる傾

向がある．ドライブは速い羽を打つ技でラリーが

途絶えることになりがちで，ケームの仕方の発展

は望めない傾向がある．多少，代表的なラリーパ

ターンが入るゲームになっても，習ってきた打ち

方とは全く違う打ち方ででも勝ちたがる者が多い

と感じている．例えば力を入れ過ぎてハイクリ

アーを打ったり，飛び上がってスイングに勢いを

つけ過ぎてロブをして，とんでもないコースに羽

が飛び偶然にポイントを取って喜ぶ者もいる．バ

ドミントンの場合は羽，ラケットが軽い上に，羽

がテニスポールと比べて飛び過ぎることは少ない

から，その傾向がテニスより強いようである．

どちらの種目でも技の習得，ケームの仕方の土

台の習得辺りまでは，指導すれば出来ない者もそ

．れらがうまく出来るようになろうと努力する面も

ある．しかしケームを始めると，ゲームの中で

ポールや羽をコントロールして競争しながら共存

が出来るケームは望めない傾向が強い．ボールや

羽をコントロール出来なくてもケームに勝ちたが

る，つまり「過程はどうでも勝てばよい」という

傾向が，技やゲームの仕方が少し出来るように

なった者や，やっとそれらが出来始めた者の中に

強いようである．その場がうわくだけでも楽しけ

ればいいという剃那的傾向があると感じている．

お互いが自分なりに出来る技の段階をうまく駆使

したケームをして，いつでも技やケームが安定し

て出来るようになろう，技の仕方，ゲームの仕方

をもっと発展させようとは考えていない者が多い

ように感じている．出来ない者も少しは出来るよ

うになって来るが，その者たちが習ったスポーツ

種目を生涯スポーツに繋げるだろうという実感

は，筆者には残念ながらまだ少ない．
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２特に出来ない者にとってのそれまでのスポーツ

教育での運動指導傾向

ａ出来ない者を考慮した運動指導が少ない傾向

大学一般体育のテニス，バドミントンの授業

で，共存させる指導がしにくい傾向は，それまで

のスポーツ教育で特に出来ない者を考慮した運動

指導が少なかったことを意味していると考える．

中学，高校と習ってきている筈のバレーボールの

授業で，サービスやアタックの打球が来ると逃げ

る者を見ることがある．バスケットボール，サッ

カーなどのゲームで，出来ない者はパスもされな

かったと大学生から聞く．また大学生にアンケー

トをとると，６人制のバレーボールのケームでア

タックをしたことがないという回答や，トスが上

がる前にアタッカーが開く動きをすることを知ら

ないという回答もある．バドミントンのダプルス

ゲームの位置どりを説明されたことがないという

回答，説明はされたが出来ないという回答もあ

る．その回答を裏づけるように高校，大学の体育

教師が授業なんだから（部活動ではないのだから

という意味と考える)，位置どりまで指導しなく

てもいいだろうと言ったり，実際に指導していな

いのを見たりする．どんな時にサイドバイサイ

ド，トップアンドバックの位置を取るのかを言葉

では指導しているのだろうが，それをケームの中

でスムーズに取るようになれるゲーム練習は指導

していないということである．いろんな種目にお

いて技の指導を少し受けると後はゲームばかりを

したということを，しかしそれでも楽しかったと

いうことも大学生から聞く．まさに小学校での

ドッジボールでは，ポールを投げること，受ける

ことがうまく出来ない者がいてもケームをするこ

とが多いようである．また高学年になるほど習っ

てきた種目だからということで，あまり指導しな

いでケームばかりをさせる傾向もあったと見る．

「生涯スポーツに通じるということで，学習指導

論にプレイ論が入りました．（中略）生涯スポー

ツに通じるなら，（授業で）プレイさせればいい

んだという方向になってしまっている」５'と述べ

ている教師もいる．

これらを考え合わせるとそれまでのスポーツ教

育で，技の指導，ゲームの仕方の指導において出

来ない者を考慮しての共存させる指導，つまり連

動指導の横と縦の一貫性は少なかったと言えるだ

ろう．さらにはそこに１クラスの学習若数が多い

ことや，特に出来ない者の運動指導はその者の

「生の運動」を観察してその者との「やりとり」
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をする必要があり教師にとって大仕事であること

や，健康維持や体力づくりのために，あるいは人

間形成のためにスポーツをするという昔からのス

ポーツ手段論の考え方も加わるだろう．授業で学

習者を遊ばせたらいいということには，そのス

ポーツ手段論の考えが暗黙のうちに教師にも，学

習者にもあるからと考える．般近，スポーツ教育

において出来ない者を考慮する個に応じた指導が

叫ばれている．しかしそこには筆者が主張する個

に応じた指導とセットで必要な共存させる指導が

あまり強調されていないようである．

ｂ特に出来ない者には運動を習得することに

関して「負の稲み重ね」がある

それまでのスポーツ教育において運動指導の横

と縦の一貫性が少なかったということは，技の指

導方法，ゲームへの導入方法，ゲームの仕方がい

わば「一つ」で，極論すればどの学校段階のどの

授業においても，そのクラスの学習者みんなに同

じ課題を与え，同じように指導してきた傾向が強

いということであろう．つまりクラスの中間層で

ある出来そうな者を主対象としてきた指導傾向と

言えるだろう．特に対時型のスポーツ種目ではそ

の傾向が強く，またドッジボールを典型例として

ケームばかりをさせる傾向もあったのだろう．そ

こに勝ち負けを競うというスポーツの本質も加わ

り，ケームに勝つことや，記録が良いことで成績

が評価される傾向（この傾向があったことも大学

生から聞く）もあると，学習者みんなにスポーツ

の習い方，仕方などに関して「一つの基準」がつ

くられるようで，前述の「自分なり」「その者な

り」を学習者が実感，認識しにくいのは当然と考

える．特に出来ない者は，技の仕方，ゲームの仕

方の指導で段階を追って貰えない傾向があり，各

技があまり出来ないまま，ケームの仕方の土台を

身につけられないままケームをする傾向が強かっ

たようである．その上みんなと同じ土俵で競争ば

かりをしてきたら，出来ない者には力任せででも

ケームに勝てばいいという雰囲気が生まれ，出来

る者と早く同じようにならなければというイメー

ジを知らぬ間に持ってしまい，スポーツをするに

は力や勢いが必要以上にいるというイメージが身

体に染み込み，その動きが癖になってしまうだろ

う．小学校から大学までスポーツ教育の時間は充

分あるのに，出来ない者にとってはいつも運動能

力的にも，精神的にも余裕のない指導傾向から，

彼らは自分の身体と対話出来なくなり，運動習得

に関して「負の積み重ね」を持ったと考える．

学年が進むにつれ，出来ない者が「一つの基

準」に従わればというイメージを持ち，自分の身

体と対話出来なくなる傾向も，もちろん負の積み

重ねであるが，彼らが宿i校生，大学生になるとス

ポーツに対して虚無的，剃那的態度になっている

傾向が最大の負の積み重ねであると考える．なに

がなんでもケームに勝たなければというような一

つの基準が作られ，出来ない者にはその裏返しと

して，どうせやっても自分には出来ない，うまく

出来なくてもその場が楽しければいいというよう

な態度である．彼らは技やケームの仕方がうまく

なっていく過程を経験をしたことがないのではな

いかと思える程である．もっと言えば彼らは授業

でうまく出来るようにならなくても遊ばせて貰え

ばいいという思いを持ち，筆者は授業で彼らなり

に技やケームがうまく出来るように，出来れば生

涯スポーツへ繋がるようにという思いを持つが，

この思いの違いが大きいように思える．出来ない

者にとってのこれらの負の積み重ねを壊すにはス

ポーツ教育全体において，横と縦の一貫性ある運

動指導をこれから続ける必要があると考える．前

節で大学一般体育のスポーツ教育で，出来ない者

の個に応じた指導がしにくいことも述べたかった

が，それはこの負の積み重ねを壊すことが難しい

ということである．出来ない者の個に応じた指導

には，もちろん動きの欠点の修正や癖の修正など

も含まれるが，スポーツに対する価値観を広げる

ようなことも含まれると考える．つまり自分の身

体と対話しながら段階を踏み，時間をかけ，出来

る者に共存して貰えば，スポーツがうまく出来る

ようになり，その楽しさが分かるというようなこ

とを実感，認識して貰うことである．またそれま

でのスポーツ教育において特に出来ない者に連動

習得に関して負の穂み重ねをする指導をしておい

て，大学一般体育でスポーツ履修を必修にする制

度も問題があると考える．筆者の指導能力不足も

あるが，彼らにも責任が取れる指導体制や履修制

度を考えていく必要があるだろう．

Ｖ、教員養成課程における運動指導理論の

指導と運動指導の仕方の指導

スポーツ教育全体を通して，特に出来ない者に運動

習得に関する負の積み重ねがあったと考察してきた．

この要因は，教員養成課程における運動指導に関する

ことの指導に発端があると考えている．
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ａ運動指導理論の指導傾向

〈運動指導理論に関する学問分野と自然科学的運動

研究＞

運動指導理論に関する授業には運動生理学，体育

科教育学，バイオメカニクス，運動学などが挙げら

れるだろう．これらはまさに体育専攻生の運動指導

に関する卒業論文研究の分野でもあるだろう．運動

指導理論では習う運動（技）を習う者に発生きせる

には，どうしたらいいかということが中核の問題と

考える．運動を発生させるにはどんな身体条件が有

利かというような問題を扱う運動生理学や，また学

習活動のどんな指導，学習環境が有効かというよう

な問題を扱う体育科教育学のような分野がある．し

かしこれらは習う者に運動を発生きせるにはどうし

たらいいかということには直接関係しない分野であ

る．本論では特に出来ない者に連動を発生させるに

は，運動の何をどのように伝えるかということが問

題で，ここでは「運動そのもの」を扱う分野で連動

指導理論を，運動研究を体育専攻生にどのように指

導してきたかを考える．

筆者の経験からは，運動指導理論に関する授業，

研究（教員養成大学の教師の研究，卒業生の卒業論

文研究を含む）は「連動そのもの」を扱う分野より

も，運動生理学や体育科教育学の分野が多かったよ

うに思われる．「運動そのもの」を扱う分野にして

も，特に研究においては連動経過がどうなっている

かを，その時間的，空間的変化を数量化して自然科

学的に研究する分野が多かったように思われる．そ

こには運動を発生させるには運動がどうなっている

かを調べなくてはという考えもあったのだろう．し

かし連動経過を数最化することは，その実施者のそ

の運動に対して持つ価値や意味，運動感覚的なこと

などを捨象し，また研究者が持つ運動感覚的なこと

による判断（主観）も出来るだけ入れないで一般的

な理論（客観）を出そうとすることを意味するだろ

う．連動経過の時間的，空間的変化を数量化して理

論を出すことは，人間の運動に対する時間，空間感

覚などがみんな同じと前提して研究していることで

あり，問題があると考える．つまり当然すぎること

であるが，運動経過の時間的，空間的変化が数字で

いくら詳しくこうなっていると分かっても，教師が

学習者にその連動の仕方のコツを簡単には伝えられ

ないということである．そこには人間は同じ感覚器

官を通して同じ情報が入るのだから，みんな同じよ

うに物事を感じ，認識するとする機械論的人間観，

つまりことがらに関しても誰にも妥当する客観が初

めからあるとする人間観が関与していると考えられ
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る．さらには人間には，自分が生まれた時代にある

価値観，慣習などを疑わずに取り込んでしまう人間

の宿命のようなものがあり，特に２０世紀には自然科

学の威力で人間が物質的に便利で豊かな生活が送れ

るようになり，自然や人間に関して分からないこと

もすべて自然科学的に解明出来るという錯覚を人間

が持ったことも関与していると思われる．

機械論的人間観，自然科学の威力と人間の宿命な

どから，運動経過を自然科学的に研究して一般的な

指導理論を出せば誰にでも指導できる，いわば理論

を実践にはめ込めば指導出来るという，研究の方が

指導実践より上位概念であるという考え方が主流と

なった傾向があるように思える．前章までに考察し

てきた今までのスポーツ教育全体で出来ない者を考

慮した指導が少なかったこと，クラスの中に出来な

い者がいても１クラス40人前後の学習者数が少なく

とも50年近く変わらなかったこと，技の指導を始め

る時に市販ビデオの映像のように格好よく示範をす

る教師がいることなどは，この理論を実践にはめこ

めば指導が出来るという考え方の現れと考える．つ

まり出来ない者の状態を教師の主観で判断すること

なく，図式技術を彼らに適するようにアレンジしな

いで指導してきた傾向であり．また出来ない者の連

動習得に関する運動感覚的なことや，その連動に持

つ意味や価値なども，出来る者のそれらと同じよう

に扱ってきた指導傾向である．前述した特に出来な

い者が「一つの基準」に縛られ，みんなと同じよう

にならなければというイメージを抱く発端は運動を

自然科学的に研究してきたことにあるように思え

る．

<現象学的人間観と運動学＞

ことがらに関しても誰にも妥当する客観が初めか

らあるとする機械論的人間観が，一般的な指導理論

で誰にでも教えられるという考え方を主流にし，指

導実践の中から指導理論が生まれるという考え方を

薄れさせたものと考える．そこには人間はすでに

持っている考え方や知識などによって，自分の前に

現れた物事の感じ方，認識の仕方は異なるという人

間観が確立していなかったということであろう．こ

の人間観であれば客観についても機械論的人間観に

おける客観とは違って，「間主観的に納得（共感）

が得られて客観が生まれる」６１と考えるのである．

例えばテニス界にビヨン・ボルグのトップスピンの

打ち方でのグラウンドストロークが現れた時に，そ

れまでフラットの打ち方を当たり前（客観）と認め

ていた人たちは，それを邪道だと評したそうであ
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る．しかしそれを自分の主観で納得する人が多く現

れたから，トップスピンの打ち方は客観として世の

中で認められたということである．このいわば現象

学的人間観を教師が持っておれば，運動指導の時に

も特に出来ない者に今の世の中にある一般的な運動

指導理論（指導マニュアルも含む）を当てはめよう

（運動指導とは全てこうであると考える）として

も，その出来ない者がその運動に対して持っている

運動感覚的なことや意味，価値を大事にしてあげる

指導がなされると考える．例えば出来ない者の「生

の運動」を教師が観察し，運動共感してその個に応

じた指導をする必要があると前述したことで，これ

はいわば実践からの理論であると考える．この実践

からの理論が「間主観的に納得が得られる」と，そ

れがまた一つの指導理論として世の中で認められる

ものと考える．今まで出来ない者を考慰する指導が

少なかった傾向は，この現象学的人間観が確立され

ていないまま，機械論的人間観に基づく理論による

指導からと考える．確かに今までの指導実践におい

ても，出来ない者を何とか指導しようとした教師も

多くいただろう．しかし１クラスの学習者数が多

かったこと（これも機械論的人間観によるものと前

述した）や，世の中の効率主義や教師も楽に教えた

いという欲も手伝って，機械論的人間観での指導理

論に出来ない者もはめ込む指導傾向があり，スポー

ツ教育全体では出来ない者を考慮する指導は少な

かったものと考える．

一般的な指導理論にみんなをはめ込むだけで連動

指導が出来るのなら，スポーツが出来ない者はいな

いことになるだろう．指導実践の中にも理論がある

という考え方がないと，出来ない者を考慮する指導

理論は生まれてこないのではないかと考える．出来

ない者と出来る者の連動感覚的なこと，その運動に

持つ意味や価値が異なっていることを大事にしての

運動指導の考え方や理論を，連動研究の仕方を体育

専攻生に指導するのが「運動学」’'という分野と考

える．その意味では運動学は実践の中に理論がある

という考え方で，どうしたら習う者に運動を発生さ

せられるかという方法を見つけるために，指導対象

者の，研究対象者の「生の連動」がどうなっている

かを教師が，研究者が持つ連動感覚的なことを活か

して指導することを，研究することを体育専攻生に

指導することが運動学の主な内容と考える．自然科

学的な運動研究では，運動経過の時間的，空間的変

化を数最化して身体や物のスピードや角度の変化を

グラフにしたものや，スティックピクチャーを描い

た研究が多かったようである．その研究された運動

の運動感覚的なことを持っている指導者がその研究

結果を見ても，その動きの「形」や「感じ」がどう

なっているのかというイメージはほとんど沸いてこ

ないだろう．運動学的研究では，研究対象者の動き

の「形」や「感じ」を出来るだけ指導者に分かって

貰うために，その「運動形態」８１を研究する．例え

ばある技の連続写真のようなもので，その技の運動

感覚的なものを持っている指導者が研究結果を見れ

ば動きの「形」がよく分かるし，この辺りで力が

入ってきているなという「感じ」などが分かるとい

うようなことである．つまり研究対象者の生の運動

に近い状態をペーパーに載せ，研究者の意図するこ

とを指導者に伝えようとするのである．それでも

ペーパーになった運動学的研究結果を，指導者が見

てもその研究者の意図が指導者に伝わるには限界が

あり，また例えその意図が伝わったとしても指導実

践が重要になってくる．要するに運動を伝えるとい

うことは，その指導者とその学習者の間に「運動感

覚的な共通のチャンネル」，)があるかどうかという

ことが重要なことであり，このことは当然なことで

あるが；研究も大切だが指導実践がもっと大切であ

ることを意味していると考える．しかしまだ自然科

学的連動研究が多くなされている傾向があり，前述

したようにその研究結果は特に出来ない者への指導

実践には掛け離れていることを考えると，指導者と

学習者の運動感覚的な共通のチャンネルを大事にし

て，指導理論を指導実践に繋げようとする運動学

は，指導実践と共に重要な分野と考える．運動を覚

え一覚えさせる関係において運動感覚的なことを大

切にするには，その場面で指導者，学習者お互いが

自己観察，他者観察をして運動共感する必要があ

る．この連動共感も両者の身体内でどのように起

こっているのかが暖昧であることも含み，この連動

感覚的なことは数量化しにくいということからも，

運動学での運動指導理論がまだ重要視されていない

傾向があるものと見ている．

ｂ運動指導の仕方の指導傾向

出来ない学習者に技を発生させるには，出来ない

学習者が技が出来始める段階辺りの仕方の連動感覚

的なことを教師が持つ必要があり，その段階辺りの

仕方が出来ることも含めて，授業で運動指導をする

のに必要鹸低限の実技能力を持つ必要があるだろ

う．例えば泳げない教師は泳ぎ始めた学習者の連動

感覚的なことは分からないだろうし，教師にも能力

に限りがあり，いろんな条件もあるから，教師みん

ながトップレベルのスイマーになれる筈もないだろ
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う．ところが体育専攻生は一般的には運動能力が高

い者たちであり，また教員養成大学の教師も一般的

には出来る者たちである．それこそ両者は簡単な技

は苦労なく出来るようになっており，出来ない者が

それらの技が出来始める段階辺りの運動感覚的なこ

とをほとんど実感していないだろう．後者はたとえ

苦労して身につけた技でも，出来始めの頃のことは

もうすっかり忘れているのではないだろうか．さら

に両者が出来る者の集まりだから，どちらかと言え

ば後者は前者の実技能力を高めることに，前者も自

分の実技能力を高めることに専念するようであり，

後者は前者が教師になった時に出来ない学習者に指

導するのに必要な技の仕方の段階辺りを前者に経験

させることも，その指導方法を指導することもほと

んどしないようである．実技能力を高めることは，

前者が教師になった時に指導に自信がもてるように

なることであり問題はない．前者が教師になった時

に，特に出来ない学習者と運動感覚的な共通のチャ

ンネルを持てるような指導が少ないことが問題なの

である．つまり今までの教員養成課程において，出

来ない学習者が技が出来始める段階辺りの連動感覚

的なことを実感していて，彼らの生の運動を観察，

運動共感して個に応じた指導が出来る教師があまり

育っていなかったと思われる．出来ない学習者の個

に応じた指導が出来ないことは，出来る学習者へ出

来ない学習者が技が出来始める段階辺りを指導する

ことも出来なくて，共存させる指導が出来る教師も

育っていなかった傾向があるということであろう．

連動指導理論を体育専攻生に指導する時に，連動

感覚的なことはもとより，学習者と運動感覚的な共

通のチャンネルを教師が持つ必要があることは，ほ

とんど問題にされない指導理論が指導されてきた傾

向があると先に考察した．教員養成課程の理論と実

技，両方の指導において，特に出来ない学習者と運

動感覚的な共通のチャンネルを持てない教員養成傾

向が続くと，スポーツ教育全体において出来ない学

習者が出来始める段階辺りの技の仕方を，出来ない

学習者にはもちろん，出来そうな学習者にも「空

白」にする指導傾向が続くことになるだろう．この

「空白」が，つまり「共存させる指導」が少ないこ

とが今までのスポーツ教育の歴史の中で，出来ない

学習者がスポーツが出来るようになれないことが繰

り返きれてきたことの要因と考える．要するに運動

を伝えるには，それまでの世の中にある指導理論

（客観）を基に伝えるにしても，教師，学習者が自

分の主観を大事にしなければいけないという原則

を，体育専攻生に指導してこなかった傾向があると

鵜川

考える．今までは，世の中にある一般的な指導理論

に出来そうな学習者をはめ込む指導の形で，彼らは

一応スポーツが出来るようになったのだろう．だか

らその指導理論に出来ない学習者をはめ込む指導を

反省しない傾向が，またスポーツが出来ないのは出

来ない学習者の努力が足りないとされてきた傾向が

あるのではないかと考える．

Ⅵ．まとめ

(1)スポーツ種目は大別して対時型と横並び型がある

だろう．スポーツ習得能力が低い，いわゆる出来な

い者をスポーツ教育全体で落ちこぼさないようにす

るには，どの学校段階のどの授業においても，特に

対時型の種目の授業においては，以下の指導段階を

踏む必要があると考える．①．技の指導において

出来ない者と出来る者とを「共存させる指導｣，

②、ケーム練習においてケームでの動き方を含む

「ケームの仕方の土台」（代表的なラリーパターン

など）を身につけさせるために，技が出来始めた者

と出来る者とを「共存させる指導｣．③、技が出来

始め，ケームの仕方の土台が出来始めた者のそれら

の習得段階に応じた「工夫したゲーム」をやらせる

ことなどの指導段階である．

(2)大学一般体育でテニス，バドミントンを指導して

いて，先の①，②，③の指導がしにくいと感じてい

る．技を習い始める時に，いわゆる出来ない者は，

技の仕方のうまさ（コツ）より強さを求め自分なり

の段階を踏まない傾向がある．また技が出来そうな

者，一応出来ている者は，出来ない者が出来始める

段階辺りの技の仕方を指導するが，それを身につけ

ようとしないで，やはり技の仕方のうまさより強さ

を求め幅広い実技能力を身につけようとしない傾向

がある．つまり①の指導がしにくい．②の指導も

当然しにくいことになる．③の指導はケームをして

も「競争しながら共存できるケーム」が出来るよう

になることがねらいである．「工夫したケーム」を

できるだけやらせるが，「過程はどうでも勝てばよ

い」というようなケームをする傾向が強く，③の指

導もしにくい．

(3)(2)の傾向は筆者の指導能力不足，テニス，バドミ

ントンの種目特性も関わるかも知れない．しかし大

学一般体育だけでの問題ではないと考える．大学生

のいわゆる出来ない者は，出来る者と同じようにな

らなければというイメージや，スポーツをするには

力が必要以上に要るというイメージやその癖の動き
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を持っていることから，技やゲームの仕方において

自分なりの段階を踏みながら発展していこうとはし

ない傾向が強くあると見る．それはそれまでのス

ポーツ教育において，いわゆる出来ない者は，技

が，ゲームの仕方の土台がまだ満足に出来ないうち

にゲームをやらされてきた傾向があるからと考え

る．つまりそれまでのスポーツ教育においても，①

の指導がほとんど無かったことに端を発して，先の

②の指導もあまり出来ないまま，ケームに入った傾

向があるということである．今までのスポーツ教育

の歴史の中で，いわゆる出来ない者を生涯スポーツ

に導くことが少なかった傾向があると見ているが，

この①の出来る者と出来ない者とを「共存させる指

導」が少なかった傾向にその要因があると考える．

(4)今までに「共存させる指導」が少なかったことの

要因は，教員養成課程における運動指導の仕方の指

導と，連動指導理論の指導にあると考える．いわゆ

る出来ない者に技を発生させるには，出来ない者が

出来始める段階辺りの技の仕方の運動感覚的なこと

が教師に分かる，つまりその仕方が出来る必要があ

る．ところが教員養成課程の教師も体育専攻生も一

般的にはいわゆる出来る者の集団であり，前者が後

者に出来ない者が出来始める段階辺りの技の仕方を

経験させることも，その出来始めの仕方の指導方法

を指導することも少なかっただろう．また連動指導

理論の指導では，運動経過の時間的，空間的変化を

数量化して自然科学的に研究する分野の指導理論を

教える傾向が強かったと見る．この連動研究は，極

論すれば，時間，空間感覚が人間みんな同じと前提

して指導理論を出していることであり，特に出来な

い者の運動感覚的なことを大事にしない教師が育つ

ことになると考える．教員養成課程の実技と理論の

指導でこんな傾向があれば，いわゆる出来ない者を

指導出来る教師が育たないことになり，教師がいわ

ゆる出来る者に出来ない者が出来始める段階辺りの

技の仕方も指導出来なくて，「共存させる指導」が

今までのスポーツ教育において少なかったものと考

える．指導者と学習者の連動感覚的な共通のチャン

ネルを大事にしての指導理論を出し，それを指導実

践に繋げようとする運動学は，いわゆる出来ない者

を考慮する運動指導が出来る教員養成には特に必要

な分野と考える．
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育科教育学研究，第９号，1992年，Ｐp33.44.

2）運動学用語解説で『個人的に実現されたあるすば

らしい連動習熟が他の人に伝播され，そこに個人

的特殊条件によって左右されない，一定の公共性

をもった運動形態が認められたときに，はじめて

運動技術が問題になる．この意味の運動技術は

「図式技術」といわれ，それは（中略）理想型と

いう機能をもった運動形態と解されて，連動学習

においてその習得がめざきれる』と説明されてい

る．金子明友・朝岡正雄細著ｒ運動学講義』大修

館書店1994年，ｐ257.

3）「他者の連動をとくに興味深く熱中して観察して

いるときに生じる同時体験．（中略）この運動共

感の能力を通して，われわれは他者の運動をあた

かも自分がやっているかのようにとらえることが

でき（中略）実際に行うときに生じる運動覚を自

分のものとして感じ取ることができる」と運動学

用語解説で説明されている．前出(2)ｐ257.

4）金子明友「動きの発生と伝承」金子明友監修『教

師のための運動学』大修館書店1996年，ｐ４．

５）（）内は筆者が書き入れた．意味，内容に変わ

りはないと考える．宇土正彦他数名，座談会「新

しい教育課程の方向」『学校体育』１９９７，１０月

号，ｐ,３４．

６）竹田青嗣ｒ自分を知るための哲学入門』ちくまラ

イブラリー1990年，ｐ､５９．

７）マイネルの運動学が「教師が，いつ，何を，どの

ように，なぜ教えるのかという基本的な問題に対

する重要な基礎」を提供していることを，吉田が

詳しく紹介している．参照されたし．吉田茂「運

動指導のモルフオロギー」前出(4)ｐ１７．

８）吉田がマイネルの運動学を紹介しながら，連動指

導にモルフェ（運動形態）を研究する「モルフオ

ロギー」が必要であることを説いてる．参照され

たし．吉田茂「運動指導のモルフォロギー」前出

（４）”・’4-24.

9）編者の吉田がこの言葉を使用している．前州(4)

まえがきｉ


